





































































































































































































































































































































































































































（3）尋常小学夏季学習帖　第４学年　大正 12 年６月 15 日
発行者　富田屋書店
夏休みの宿題帳から、その日記の部分を示してみた。子どもの生活の一側
面がみうけられる。
・８月27日　月曜日
朝おさらいをしてあそんだり、いもうとのおもりをしました。昼過ぎか
ら、ままごとあそびをしました。２時頃からは、お母様のおてつだいを
しました。
（4）文集　「文林」「フタバ」
「文林」「フタバ」を発行した南下浦尋常小学校は、三浦半島の半農半漁の
村に位置している。その学校で発行された文集は当時としては、地方での作
文集として貴重であると考える。その内容は、子どもの純真な生活を語って
いる。その意味で都市の小学校での綴り方の内容と当然違うものであり、当
時の子どもの生活を伝えている。
・文林　第７号　大正12年４月
人形と弟　分４　新倉シズ子
私の人形　かわいいい人形　いつか私の弟がとってしまっておもちゃに
し着物をきせてだきまわる　だいた私の弟は　かわいい声で歌うたう
・文林　第７号　大正12年4月
　向こうの家　　　山下文蔵
　こちらの家は明るいでんき　向うにみえる一けん家
　さびしい暗いランプです
・文林　第７号　大正12年４月　尋２　小林ヤス
内のおじいいさんは八十二でたっしゃです。しごともすきです。夜にな
るとおばあさんの家にとまりにいきます。それから雨がふると私たちの
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ぞうりをつくってくれます。
　（評）よいおじいさんですね。
・文林　第７号　大正12年４月
学校　尋常３　飯島アキ
あめと風とがひどいうえ、道がわるくてこまります。
わたしはいやになったけど　いかなきゃならぬ学校へ
・文林　第７号　大正12年４月
　ひこうき　尋常２　蛭田ハナ
ぶんぶんひこうき
あちらの空にうなってる
こちらの空にもとんでいる
ぶんぶんひこうき
海を越せ、山を越せ
どっちもまけるな
・フタバ　大正　　　
　山遊び　尋常４　藤平
昨日学校から帰ってすぐ一人で山へ遊びにいきました。そしてあちらこ
ちら見まわしますと向うにゆりが一本美しく咲いていましたので採りに
行きますと犬がねていました。私は不意に大きな声でどなったら驚いて
逃げていきました……
・フタバ　大正
夏　尋常４　鈴木元孝
夏はたいそう暑くて磯遊びにはもっともよい時です。私は夏が一番すき
です。
時々海へ遊に行きますと土用波でも……
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・フタバ　大正　　
私のほたる　尋常２　鈴木賀市
ゆうべはほたるを二ひきつかまえてほたるをかごの中へ入れておいた。
よるになるとほたるがぴかぴか光り出す。ほんとうにほたるはおもしろい。
（評）おもしろいみかたです。きもちがよくかけた。
・フタバ　大正
麦かり　尋常２　鈴木勇
私のうちではいそがしい麦かりに行きました。ゆうがたからはいものつ
るをうえるてつだいをしました。もうごはんのしたくができていました。
すぐ中にはいってごはんをたべました。
（評）よくおてつだいをしました。
・フタバ　大正
ヒカウキ　尋常２　藤平宏
ボクラガ学校へイッテイルト　ヒカウキヤヒカウセンガ　ゴウゴウトオ
トヲサセテ　　ソラヲトンデイマス　　ソレヲ見ルタビニオウキクナッ
タラノッテ見タイト思イマス
（評）ハヤクオオキクナッテオノリナサイ
半農半漁の性格か、あまり裕福でない子どもの姿がみられる。ただし、ヒ
カウキ（飛行機）やヒコウセンを実際にみて印象が強かったのであろう。
　
まとめ
大正期の子どもの遊び生活を論じてきたが、子ども自身による文集・日記
などに、子どもの自身の考えを示す遊び生活が存在した。また、子どもの（童
心）を示す内容が文集に示されていた。その他、双六、読み物などに子ども
をめぐる子どもなりの状況が推測される。
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註
１）明治百年の児童史　唐沢富太郎著　講談社
　　子どもの歴史　第一法規
２）明治百年史　唐沢富太郎著　講談社
　　例えば、八大教育主張、芦田恵之助による作文教育の随意選題の考え、
山本鼎の自由画運動（児童による自然・直接的な表現）、その他、童謡
を扱った詩人の続出であった。八大教育主張とは、小原国芳の全人教育
論、及川平治の動的教育論、稲毛詛風の創造教育論、千葉命吉の一切衝
動満足論、手塚岸衛の自由教育論、樋口長一の自学教育論、片山伸の文
芸教育論、及川平治の動的教育論である。
３）http://gogen-allguide.com/ku/crayon.html 2014/10/24
http://cc.musabi.ac.jp/zoukei_file/03/sobyo/sozai_suisai.html 
2014/10/24
４）絵すごろく　山本正勝著　（株）芸艸堂　2004 年１月
５）東京玩具人形問屋協同組合七十年史
６）明治百年の歴史　唐沢富太郎著　講談社
「日本人の近代意識形成過程における伝統的契機と西欧的契機」　特定研
究「日本の近代化」研究報　NO.2　1968 年３月　東京教育大学
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一九
（1）①　鉛筆画と水彩画　サイシキシカタ　エンピツ画など
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二〇
（1）①　鉛筆画と水彩画　サイシキシカタ　エンピツ画など
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二一
１．（1）②　クレヨン染と版画　大正 14 年
大正期における子どもの遊び生活
385
二二
１．（2）　冒険小説双六　
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二三
１．（2）　少女学校家庭双六
１．（2）　世界軍人飛行双六
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二四
１．（2）　小学生徒双六
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二五
１．（2）　双六幼女カガミ
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二六
１．（2）　幼女双六音楽会
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二七
１．（2）　幼女年中双六
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二八
１．（3）　玩具の選び方と与え方　大正 15 年
４．①世界少年　②幼年の友　③日本少年　など
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二九
２．（2）　暑中休暇日誌
３．（1）　最近児童文学　大正 12 年
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三〇
３．（3）　尋常小学夏期学習帖
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三一
３．（4）　文林　南下浦尋常高等小学校　大正期
３．（5）　フタバ　大正
